
酒類、飲料、食品などのメーカー・仕入先
約 3,000 社と、スーパーや小売などの取引
先約 40,000 社。双方を結ぶ流通・情報基
盤を提供し、市場を活性化させているのが、
日本酒類販売だ。同社は 2012 年 3 月、ユ
ニケージ開発手法を用いて、業務に欠かせ
ない販売実績バッチ処理システムの刷新を
図った。COBOL 資産をマイグレーションし
た同社情報物流本部 情報統括部のご担当者
に、再構築の経緯や効果を伺った。

——2011 年秋より再構築に着手されたバッ
チ処理システムの概要を教えてください。
松丸：本システムは、データベースに蓄え
られた販売実績データを、DWH にロードす

る COBOL プログラムを軸に構成されてい
ます。バッチ処理される日次データは、販
売戦略や営業活動の基礎資料として、日々
の業務に欠くことができないものです。

松丸：取引先や商品アイテム数の増加にと
もない、バッチ処理するデータ量は、この
5 ～ 6 年で倍増しました。同時に、私たち
情報統括部に現場から依頼される、データ
分析に関する要求事項も高度になっていま
す。集計用モジュールなどを追加開発しつ
つ、DB の性能を改善して対処していまし
たが、データ量とプログラムの規模拡大に

ともない、夜間バッチの処理時間が長引く
傾向にありました。将来を見据えた根本的
な解決策が必要でした。
——ユニケージ開発手法に注目された理由
と導入経緯をお聞かせください。
石津：処理速度や開発効率に優れ、ミドル
ウェアを使わないシンプルなシステムを作
れると聞いて興味を持ちました。USP 研究
所に依頼して評価用システムを作成しても
らいましたが、開発生産性、実行時の処理
速度ともに想定以上の成果でした。社内で
承認が得られた後は、研究所主催の教育
講座を情報統括部メンバーに受講させまし
た。その部員が主体となり、研究所のサポー
トを受けながら、懸案のバッチ処理システ
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データ倍増でロードが遅延
処理高速化の抜本策を探る

ミドルウェアを使わないユニケージ開発手法を用いて、
COBOL資産をマイグレーション。
バッチ処理の高速化で、販売分析や事務処理がスムーズになりました。
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ムのマイグレーションを進めました。
——販売実績バッチ処理をどのように刷新
されたのか、具体的に教えてください。
松丸：販売実績 DB から DWH、そして BI ツー
ルへとデータをロードする一連のプログラ
ムは、UNIX 系システム上で稼働しています。
2008 年に汎用機をオープン化してからも、
各種プログラムは COBOL で開発し、ジョ
ブ制御を JCL で行ってきました。
　2011 年 11 月からは、DB など各種デー
タソースからのデータ抽出や変換、統合と
いったバッチ処理については段階的に、ほ
ぼすべてユニケージ開発手法に則って記述
するシェルスクリプトに切り替えています。
　新システムでは、DB から抽出したデータ
はテキストファイルとして一度 PC サーバー
に蓄積されます（図 1）。DWH 側で、その
テキストファイルをロードして分析可能な

データマート（RDB）に変換します。PC サー
バーは市販のマルチコア製品ですが、ス
テップ数の削減と並列処理により、バッチ
処理の延べ時間が従来の 1/4 まで短縮され
ました（表 1）。

鴫原：長年改良を重ねてきた COBOL プログ
ラムのステップ数は 97,293 ステップでした
が、シェルスクリプトで書き換えたところ
トータルで 5,714 ステップ、1/17 に削減さ
れました。項目を入れ替える単純な操作で
も、COBOL の場合、数十ステップ必要です
が、ユニケージ開発手法の場合、数個のコ
マンドとデータの組み合わせで記述できま
す。また、並列処理といっても特別なプロ
グラミングは不要で、コマンドをパイプで
つなげば自動的に実行されます。
　さらに COBOL と違って実行前のコンパ
イルが不要です。コマンドを入力すれば、
その場ですぐにテストできる点も開発効率
の向上に寄与しています。
石津：以前は、コンピュータの処理リソース
が逼迫する月末になると、バッチ処理にかか
る時間を見越して「前々日の実績データまで
しかシステムに投入できません」と現場へ断
りを入れていました。しかし、刷新後はシス
テム性能面での制約がなくなったため、最新
のデータに基づく販売分析や的確な意思決定
を行えるようになっています。
——ユニケージ開発手法を現場で使うこと
で内製化やアジャイル開発は進みましたか。
鴫原：はい。当社の内製化基準では、パッケー

ジ化が難しい基幹システムについては、社
員の手で開発・修正などを行うことで、開
発品質の向上や期間短縮、ノウハウの蓄積
を目指しています。いまも 5 名の部員が教
育講座の受講などを通じて継続的にスキル
アップに努めています。スキルが定着すれ
ば、部員間でのスキル移転やアジャイル開
発が促進されると考えています。

——今後の施策についてお聞かせください。
石津：請求書の発行や報告書作成に用いる
月次処理システムと、社外の友好卸会社な
どに提供する一部の検索用 Web システム
に適用するアイデアがあります。どちらも
現時点では COBOL ベースで稼働している
ため、ユニケージ開発手法でリプレースで
きる部分がないか検討を進めています。
松丸：基幹システムのオープン化から 5 年
目を迎える 2013 年以降は、次期システム
への更改が控えています。既存 COBOL プ
ログラムが、新しいハードや OS、ミドルウェ
ア上で動作するかの検証が不可欠ですが、
少なくともユニケージ開発手法に基づいて
作ったシェルスクリプトには影響がないで
しょう。ユニケージ開発手法のアプローチ
は、将来性の高い IT 基盤と、現場のニーズ
に応える安定したサービスを社内に提供す
る上で極めて有効だと実感しています。
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現場からの要望を断らず
部員の手でシステム化

次期システムへも円滑に
プログラム資産を継承

業務部門が使い慣れた BI ツールを継続利用しつつ、シェルスク
リプトとテキストファイルを組み合わせることで、バッチ処理
におけるボトルネックを解消した。

累計処理時間は約 1/4 に短縮したが、マスタデータのロードの
ように 1/50 に短縮した機能も一部ある。COBOL プログラムお
よび JCL の本数も大幅にスリム化。プログラムのステップ数は、
約 1/17 まで激減した。

【図 1】システム構成図（新・旧） 【表 1】販売実績夜間バッチ処理における再構築の成果
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